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 対象は生前に双極性障害と診断された 11 人の方であり、その剖検脳用いた。剖検脳は国立精神神経
医療研究センター病院、東京都健康長寿医療センター、日前精神医療センターから集めた。また対照例
は、東京都健康長寿医療センターの連続剖検例を用いた。臨床データは、診療録を用いて後方視的に検




 双極性障害の患者は、平均発症年齢が 56 歳、死亡時の平均年齢が 70 歳、全経過は平均 27 年、性別
はすべて男性であった。病理学的検討の結果、臨床的に双極性障害と診断されたケースの背景病理とし
て神経変性疾患、特に嗜銀顆粒性認知症または嗜銀顆粒性疾患を含むタウオパチーが約半数に存在して


































平成 26年 12月 19日学位論文審査委員会において、審査員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって筆者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 -２
